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緒言では， U C-UN 回溶体の核燃料としての将来性と本研究の目的を述べている。
第 1 章では， UC-UN 固溶体の安定性を考える場合に必要な U-C 系， U-N 系， U-C-N 
系， U-C-Q系について詳述している。
第 2 章はUC-UN固溶体の格子定数と組成との関係について研究したものである。 UC-UN
国溶体の格子定数に影響する諸因子について検討したのち 3 つの異なる条件で UC-UN 田溶体
を生成し，その格子定数と組成の関係を求めた。その結果，ベガードの直線関係より正の方にず
れる乙とが分ったとのべている。
第 3 章は， U C-UN 固溶体が炭素と共存する反応における平衡チツ素圧と組成との関係を
1,8000 C において求めている。その結果， UC-UN 固溶体が単一相として安定に存在するチツ
素圧領域の上限を見出している。
第 4 章は UC-UN 固溶体が 2 ， 0000C -2, 6000 C の範囲で金属ウランと共存する反応におけ
る平衡チツ素圧と組成との関係を UC-UN 国溶体の分解チツ素圧の測定より求めた結果を述べ
たものである。 UC-UN 固溶体の分解反応は次のように示される。
(UNJ UCl-X Nx → U 十 }i N2
いくつかの異なる組成について，上記分解反応のさいの分解チツ素圧と分解温度を，またその結
果より， 一定温度における分解チツ素圧と組成の関係を求めている。分解チツ素圧は UN より
UC に近い組成の U (C , N) 固溶体まで組成にあまり依存しないことが明らかとなったとの
-195-
べている。乙れによって 2 ， 000 0C""" 2 , 600 0 C における UC-UN 固溶体が単一相として存在す
るチツ素圧の下限を見出し熱力学的にも考察している。




本論文は核燃料として有望な UC-UN 回溶体について， その高温での安定性を分解庄の測
定，熱力学的計算等より詳細に研究し， UC-UN 系の高温における存在範囲を明確にした。 こ
のことは原子力工学ならびに工業に寄与するところが大きく博士論文として価値あるものと認め
る。
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